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第
40
回
西
砂
川
地
区
文
化
祭 

が
令
和
元
年
11
月
２
日
・
３
日
に

西
砂
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

   

作
品
展
示
会
は
11
月
２
日
・
３ 

日
の
２
日
間
行
い
、
初
日
は
１
１

３
名
、
２
日
目
は
９
４
名
と
多
数

の
方
々
の
ご
来
場
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

展
示
は
会
館
一
階
の
学
習
室
、

休
養
室
の
２
部
屋
を
使
用
し
、
９ 

団
体
（
立
川
押
し
花
ア
ー
ト
の
会
、 

さ
く
ら
サ
ー
ク
ル
、
西
砂
ソ
ー
イ 

ン
グ
サ
ー
ク
ル
、
第
七
中
学
校
、 

松
中
小
学
校
、
西
砂
小
学
校
、
希 

望
ヶ
丘
自
治
会
、
中
里
自
治
会
） 

と
個
人
で
は
、
恒
例
の
静
田
信
教

さ
ん
の
切
手
貼
り
絵
、
土
屋
京
子

さ
ん
の
油
彩
画
に
加
え
、
渡
辺
久

雄
さ
ん
、
小
山
ヨ
ネ
子
さ
ん
の
書
、

飯
塚
文
子
さ
ん
の
折
り
紙
細
工
、

吉
見
直
さ
ん
が
工
芸
品
を
出
展
さ

れ
ま
し
た
。
出
展
さ
れ
た
作
品
総

数
は
１
５
０
点
に
の
ぼ
り
、
い
ず

れ
も
好
評
で
し
た
。 

   

今
回
は
初
参
加
の
「
さ
く
ら
サ

ー
ク
ル
」
の
子
ど
も
達
の
絵
画
、

「
西
砂
ソ
ー
イ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
」

の
衣
服
リ
メ
イ
ク
作
品
に
多
数
の

方
々
が
観
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

                    

   

演
芸
発
表
会
は
11
月
２
日
午
前

11
時
か
ら
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

喉
自
慢
、
芸
達
者
な
８
サ
ー
ク
ル
、

52
名
の
方
々
が
カ
ラ
オ
ケ
、
軽
音 

楽
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
舞
踊
な
ど
日

頃
の
練
習
成
果
を
思
う
存
分
披
露

さ
れ
、
観
客
の
皆
様
か
ら
拍
手
喝

采

を

受

け

て

い

ま

し

た

。 
 

 

最
後
に
出
演
者
有
志
で
「
そ
う 

だ
ん
べ
西
砂
音
頭
」
を
踊
り
、
賑 

や
か
に
終
わ
り
ま
し
た
。
皆
様
あ 

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

            

                     

11
月
２
日
午
前
中
、
西
砂
会
館

駐
車
場
広
場
に
お
い
て
、
地
元
農

家
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

採
れ
た
て
の
新
鮮
野
菜
と
お
花
な

ど
の
即
売
会
が
開
催
さ
れ
、
地
域

の
皆
様
に
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。 
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西砂川地区 

 

演芸出演サークル 

（順不同） 

1.カラオケ愛好会 （カラオケ） 

 2.扇 和 会     (踊り） 

 3.松 寿 会       （カラオケ） 

 4.一心カラオケ愛好会（カラオケ） 

 5.愛好会さくら   （カラオケ）  

 6.ＮＳ３０ｓ    （軽音楽） 

 7.フラカトレア   （踊り） 

 8.こぶし会      (カラオケ） 

西
砂
川
地
区
文
化
祭
開
催 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
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展

示

会 

 

演

芸

発

表

会 

 

野

菜

即

売

会 

 

第
四
十
回 

 

  

  

さくらサークル 西砂ソーイングサークル 

ＮＳ３０ｓ 

扇和会 松寿会 



西砂川地区文化会 会報        令和 2年 1月 25日 （２） 

 

    

令
和
元
年
11
月
16
日(

土
）
・ 

17
日
（
日
）
の
２
日
間
、
立
川
市

文
化
協
会
の
主
催
で
第
62
回
市

民
文
化
祭
・
展
示
が
、
国
営
昭
和

記
念
公
園
「
花
み
ど
り
文
化
セ
ン

タ
ー
」
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
展
示
会
場
は
、
昨
年
と
同

様
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
か
ら
５
の
全

館
を
借
り
切
っ
て
行
わ
れ
、
16
団

体
参
加
の
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

２
日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
多

数
の
来
場
者
が
あ
り
大
変
賑
や
か

な
展
示
会
に
な
り
ま
し
た
た
。 

 

西
砂
川
地
区
文
化
会
か
ら
は
、 

押
し
花
の
会
が
「
押
し
花
額
」、
静

田
信
教
さ
ん
が
「
切
手
の
貼
り
絵
」、

土
屋
京
子
さ
ん
が
「
絵
画
」
を
出

展
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
当
文
化

会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
静
田
信
教
さ

ん
が
使
用
済
の
切
手
を
貼
り
合
わ

せ
て
絵
を
制
作
す
る
「
切
手
の
貼

り
絵
実
演
」
を
２
日
間
に
わ
た
っ

て
行
い
、
多
数
の
参
加
者
が
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

                           

 

令
和
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
、

令
和
２
年
１
月
19
日
（
日
）
西
砂

伝
統
の
第
22
回
「
初
笑
い
親
子
手

打
ち
う
ど
ん
作
り
大

会
」
を
西
砂
会
館
と
共

催
で
行
い
ま
し
た
。 

 

今
回
は
何
時
に
な

く
盛
況
で
幼
児
か
ら

シ
ニ
ア
ま
で
の
老
若

男
女
15
チ
ー
ム
（
一

チ
ー
ム
５
名
）
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

う
ど
ん
粉
に
水
を

含
ま
せ
る
水
回
し
・
こ

ね
・
踏
み
込
み
・
延
し

等
々
の
作
業
に
真
剣

に
取
り
組
み
、
入
賞
を

目
指
し
て
腕
を
競
い

合
い
ま
し
た
。 

 

う
ど
ん
完
成
後
、
試

食
会
、
審
査
会
、
表
彰

式
が
賑
や
か
に
行
わ

れ
、
新
春
の
ひ
と
と
き

を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。 

今
年
の
栄
え
あ
る
「
う
ど
ん
作

り
大
賞
」
は
三
姉
妹
チ
ー
ム
が
獲

得
し
ま
し
た
。 

              

受賞チーム 
 賞 チーム 

1 うどん作り大賞 三姉妹チーム 
2 うまかったで賞 西砂学習館 

3 みごとで賞 体育会Ｂ＆Ｇチーム 
4 チームワーク賞 うどん屋 松中・西砂チーム 

5 がんばったで賞 さわくら 
6 特 別 賞 立川そよかぜトリム 

7 くたびれたで賞 西砂児童館 
8 いまいちで賞 西砂ホーム 

 

第
62
回
市
民
文
化
祭 

 
市
民
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

展
示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

西 砂 伝 統 

第 22 回 初笑い親子手打ちうどん作り大会 
 

 

 

会員構成： 

  天王橋以西の西砂川地区 

  に居住する住民及び活動 

  拠点をもつ文化団体 

会 費： 

  団 体 ：1,000円/年 

 賛助会員： 200円/年 

連絡先電話： 

  渡辺 茂 ：531-1739 

 飯島勢津子：531-8647 

 

毎年、下記事業を行ってい

ます。是非入会を！ 

●西砂川地区文化祭 

  作品展示会、演芸発表会 

●立川市民フェスティバル 

  作品展示会、演芸発表会  

 に参加 

会 員 募 集 


